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	《趣旨・概要》
昨今の学生には、「楽しみながら学びたい」という要望がある。また、難しいことを避ける傾向がある。一方、社会的に考えると、プログラミング学習や「物づくり」は、今後の日本社会で望まれる技能である。ところが、本学の学生には、そのような技術を習得する機会は多くない上に、学生が積極的に機会をとらえる可能性も低い。その結果、IT産業へ就職する学生でも、計算機科学の理解も十分でない場合がある。

このような状況を勘案し、ロボットを教材とするカリキュラムを実践的に開発・研究したいと考えている。具体的なロボット教材には、安価・高い再利用性・簡単な操作・MITが開発した教育的なソフト付属していること等の特徴を持つLEGO社のマインドストームを採用する。開発するカリキュラムでは、難しいと考えられるプログラミングの基本を楽しみながら習得すること、「物づくり」のセンスを養うこと、この2点を主眼とする。さらに、ロボットの設計・制作やプログラムの作成の作業をグループで行わせ、円滑なコミュニケーション能力の習得や、学校教育現場で指導的な立場に立ったときに役立つグループ学習の経験をさせることを副次的な教育目標とする。このような複合的な効果を狙えるのが本カリキュラムの特徴である。

さらに、カリキュラムの標準化を検討し、大学間、あるいは、中学生高校生とも競技できるような環境を整えたい。そして、付属学校の協力も仰ぎたいと考えている。

《研究計画》　【研究期間の別：２年間】

　　まず、芝浦工科大学等の実践例を視察する。また、実際に学生に参加してもらい、アンケート調査を通じてその実効性について検討する。ロボット工作以外についても課題を課し、ロボット工作の体験がどのように活きたか検討する。統計的有意性の確保のため、２年間継続して行い、実践例を増やす。

《プロジェクトの人数についてのコメント》

　　 本プロジェクト遂行にあたってはプログラミングのスキルが要求される。そのため、少人数構成となった。しかし、2年間の活動を通じて積極的にかかわってもらえるスキルを持った方を探し、メンバーに追加する予定である。
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